
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
              
           

        
  

 

－あたら

 
 

「

はりねずみのハ

ぬけなくなってし

ハリーは、「あた

 
 

「すみれち

              すみれち

かえたいと

生まれるこ

    

 

 

「 右と左の不思

どうして

えんぴつや

「右」と「
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しくはいった本の中から、おすすめの本

 ぼうし」 （えほん）  ジャンブレット／作 

リーが、風でとんできたくつ下に鼻
はな

をつっこむ

まいました。その姿
すがた

を見て、動物
どうぶつ

たちはばか

らしいぼうしだよ」と、つよがりをいいました

ゃん」   ★    石井 睦美／作   偕成社  
ゃんは、おしゃれでおしゃまな女の子。自分

じ ぶ ん

の

いったりして、いつもパパとママをこまらせて

とになって、いままでのようにわがままがいえ

「 ぼくが地球をすくうのだ」 ★★ 

学校の帰り道、ヒロタの足もとに、マン

きました。そして、中から「わしは、宇宙人
うちゅうじ

ＵＦＯのカケラをひろいあつめてほしい」と

議がわかる絵事典」 （ちしきの本） 富永 裕

自動車
じ ど う し ゃ

は左を走り、人は右をあるくの？ なぜ

はしを右手で持つのはどうしてでしょう。ふだ

左」について、ふしぎでおもしろい発見
はっけん

がいっ
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をしょうかいします－ 

 ほるぷ出版 

と、針
はり

がささって 

にします。でも、 

。 

なまえを「フローレンス」に 
います。でも 妹

いもうと

が 
なくなりました。 

 石井 キヨシ  ／作  岩崎書店 

ホールのふたのようなものが落ちて 
ん

じゃ。青いケムリをだしている 
いう声がきこえてきました。 

久／作 ＰＨＰ研究所 

数字
す う じ

は左から右にかくの？ 

ん、なにげなく使っている 

ぱいの本です。 



 

  

 

 

えほん     

 

「 春は あけぼの 」  清
せい

少納言
しょうなごん

／文  ほるぷ出版 

 むかし、清少納言という、文章
ぶんしょう

をつくるのがじょうずな女の人がいました。 

その人が書いたこの文は、千年たった今でも、わたしたちの心をうごかします。 

テンポがよいので、声に出してよんでみましょう。 

 

 

「 きょうはソンミのうちでキムチをつけるひ！ 」 チェ・インソン／作   セーラー出版      

韓国
かんこく

では、さむい冬のあいだに食べるキムチを、いちどに大量
たいりょう

に作ります。 

ソンミの家の裏庭
うらにわ

にすんでいるネズミの家族
か ぞ く

も、まねをしながら、キムチを 

漬
つ

けてみることにしました。 

 

 

ものがたり    

 

 

 

「 まほういろのえのぐ 」  ★   つちだ よしはる／作  金の星社 
きつねは、絵

え

をかきながらたびをしています。ある時、病院
びょういん

のかべに絵を 

かくことになりました。みんなはそのようすをたのしそうに見ていました。 

でも、車いすの女の子だけは、いつもかなしそうにしているのでした。 

 

                                                   

 

       「 シップ船長
せんちょう

とゆきだるまのユキちゃん 」 ★     かどの えいこ／作 偕成社 

 シップさんは、チャチャ号の船長さんです。たのまれれば、どんなしごとでも 

ひきうけます。でも、こんどばかりはこまりました。さむい北
きた

の国
くに

から 

あたたかい南
みなみ

の国へ、ゆきだるまをとどけてほしいとたのまれたからです。 

 

 

「 ドラキュラ・キューラに気をつけろ！ 」 ★★   山口 理／作  文渓堂 

   ドラキュラ一族
ぞく

の超
ちょう

エリート、キューラが日本にやってきました。目的は日本人の 
血をすって、その味やえいようを調

しら

べ、仲間
な か ま

たちに報告
ほうこく

することです。そこで、親切
しんせつ

な 
人のふりをして、みんなに近づこうとしたのですが、なかなか血をすうことが 
できません。 

   
 



 

 

「 妖精
ようせい

が丘
おか

 」 ★★  アンデルセン／原作    評論社 
ある晩

ばん

、妖精が丘のあたりがあまりにさわがしいので、森のトカゲたちは 

目をさましてしまいました。丘からきたミミズの話によれば、妖精一族
いちぞく

が、だいじな 

お客を招
まね

いて、舞踏会
ぶ と う か い

をもよおすとのことです。どんなお客がくるのでしょう？ 

 

                                                                                     

 
 

                              

「 にげろや、にげろ 」 ★★★    
ヘレン・アームストロング／作  評論社 

           ミルクの出なくなった雌牛
め う し

のモーが、食肉
しょくにく

工場
こうじょう

へ送られる！ 

それをきいたネズミのラッティは、モーを連
つ

れて農場
のうじょう

から逃
に

げ出します。 

ヒツジのメーもやってきて、動物
どうぶつ

三人組
さんにんぐみ

は旅に出ることにしました。 

 
              
 

「 ハロルドのしっぽ 」 ★★★                                
ジョン・ベーメルマンス・マルシアーノ／作  ＢＬ出版 

ニューヨークの小さな公園にすむリスのハロルドは、人々にかわいがられて、いつもおいしい 
えさをもらっていました。ところがある日、ドブネズミのシドニーにだまされて、しっぽの毛を 
そられてしまいます。そのとたん、ネズミとまちがわれ公園から追いはらわれてしまいました。 
 

 

ちしきの本 
 
 

「 もったいないばあさんがくるよ！ 」（えほん）   
真珠 まりこ／作   講談社 

おちゃわんについたごはんつぶ、骨
ほね

が多くてめんどうなお魚。残したら「もったいなーい」 

と、ふしぎなおばあさんがやってきます。楽しみながら、ものを大切
たいせつ

にする心をそだてる 

お話がいっぱい。《もったいない》を教えてくれる絵本です。 

 

                               

「 日本食の大研究 」    ＰＨＰ研究所 

日本に古くからつたわる魚や野菜を中心とした食事
しょくじ

が、健康
けんこう

によいと 

見なおされています。世界からも日本食のよさがみとめられ注目
ちゅうもく

を 

集めています。日本食について、図や写真
しゃしん

を中心に紹介
しょうかい

してあります。 

 

 



 

          

  

 

          うめの花だよりがとどき、いよいよ春本番です。それぞれの学年がおわる、 

         わかれのときでもあります。思い出を大切
たいせつ

に、新しい門出
か ど で

にそなえましょう。 

 

                          《  きょうは何の日？ 》     

３月１日「鼻
はな

」や「蜘蛛
く も

の糸
いと

」の作者、 芥川
あくたがわ

龍之介
りゅうのすけ

 がうまれた日     

 

３月６日 啓蟄
けいちつ

  冬の間、地面の下でねむっていた 

虫たちも、このころになると、外へ 
はいだしてくるそうです。 

 

３月２１日 春分の日   昼
ひる

と夜
よる

の長さが同じになる日 

     桃
もも

の節句
せ っ

もとは、人

けがれを、

   うつして、

           は
           

３月２７日 江戸
え ど

時代
じ だ い

の俳人松尾
ま つ お

芭蕉
ばしょう

が『奥
おく

の細道
ほそみち

』へ旅立
た び だ

った日  

        旅をしながら、すぐれた俳句をたくさん作りました。-１６８９年（元禄
げんろく

２年）- 

 

    図書館しょうかい！  －とやま市民
し み ん

交流館
こうりゅうかん

 図書
と し ょ

サービスコーナーの巻
まき

－ 

 

「とやま市民交流館 図書サービスコーナー」は、 

富山駅まえの、ＣｉＣ
シ ッ ク

ビル 3階
かい

にあります。 

 

ここには、パソコンが１０台おいてあり、みなさんが、自分で 

インターネットやＣＤ
シーディ

－ＲＯＭ
ロ ム

を使って、いろいろなことをしらべ 

られるようになっています。 

 

子どもの本のコーナでは、えほんやかみしばいを 

楽しむことができます。 
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           電話  ０７６－４３２－７２７２ 
３月３日 

く

（ひなまつり） 

間の心やからだの 

かみで作った人形に 

川にながしたのが 

じまり。 


